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下京中学校

,カ 1年 生 部 活 動 入 部 ,そ し て ,春 季 大 会 開

が  新年度が始まり3週間がたちました。先週 (月 )～ (水)に 3年生の修学旅行も無事終わりましたが ,

どの学年も順調なスター トができているようです。本国からは 1年生も部活動に本入部し,春季大会を控

えますます熱のこもつた部活動も始まります。大会では練習の成果を発揮し,最高のパフォーマンスを披

露してほしいと思います。

◇春季大会開会式 4月 29日 (火)9時 50分～ 11時 30分 <於 :西京極総合運動公園>
(集合 7時 55分 下京中学校屋上グランド)

平 成 26年 春 季 大 会 日 程 一 覧

き ら め き 手 帳 を 配 布 し ま し た

本日の学充の時間、今年度のきらめき手帳と生徒ハン ドブックを配布しま

した。下京中学校では, 2年前よリキャリア教育の一つとして,手帳指導に

力を入れています。計画的な学習の習慣=将来の生活設計ができる力を身に

つけるための取組です。ご家庭でも点検していただき,手帳を活用する習慣

が備わるようにご協力お願いいたします。

生徒ハン ドブックには,学校生活全般にわたり,心構えやルール、システ

ムが掲載されています。こちらの方も,必ず目を通 してください。

3日 (土)11時～ 洛北中 対 桂川中の勝者

3日 (土 )11:40～ 附属属桃山中学校 洛南付属中

4日 (日 )全 日

霧 ズ 不 テニス
団体戦5月 3日 (土 )11時くらい～

個人戦5月 4日 (土 )9時～

加茂川中学校

西院コート

蜂ヶ岡中

当日発表

当日発表

1回戦 :太秦→準 決々勝まで
彙 ル ク トテニス

個人戦5月 3日 (土 )9時～

団体戦5月 4日 (日 )9時～

西院コート

加茂川中学校

男夕 lレーが―/b 5月 3日 (土 )9時半～

々〃 lレー/7i―/2 5月 3日 (土 )10:20～予定

男勁 アクノハ 5月 3日 (上 )14:20～

費デ列ア クノハ 5月 3日 (土 )9:00～

個人戦 4月 27日 (日 )9時～

団体戦 5月 5日 (月 )9時～

洛星中学校

ハンナリーズアリーナ(京都市体育館)

当日発表

(男子)西京極中(女子)春 日丘中

5月 3日 (土 )10時～男女

5月 4日 (日 )10時～男女

深草中学校

洛南中学校

4月 27日 (日 )9:00～個人

4月 29日 (火)13:30～ 団体

5月 3日 (■)9:00,12100 旭丘中,勝てば洛南中

裏面に,「対外試合における会場使用上の注意事項」掲載 (ご一読ください)



中体連が主催する各種競技会およびそれに準ずる

対外試合における会場使用上の注意事項

京都市中学校体育連盟

対外試合などのために他校へ出かけたときは、その会場校に迷惑をかけないよう、次の事項をよく守り、
楽しく試合や応援ができるよう、各学校、各チーム毎に注意して下さい。

A.会場使用上の注意

1.顧間の先生の注意をよく聞き、会場に迷惑をかけないこと。
(会場独自の使用規定など専門委員会から各顧問へ徹底して下さい。)

2.昼食や飲料水などのゴミがあったときは、各自で後始末をして必ず持ち帰ること。
(飲料水などを試合後に応援に来た者が飲ます傾向が多く、その後の缶やペットボ トルなどのゴミの
処理などが悪く、苦情も多い。)

3.自 転車置き場のない会場も多く、また、交通安全上、自転車の使用はしないこと。
(特に、応援に来られる方の自家用車でのご来場はご遠慮下さい。)

4.早朝から会場へ行き、管理者の迷惑にならないよう、使用時間を厳守すること。
(早 くから会場に到着したりするので、管理上、問題が多い。準備、その他のためであっても、会場

責任者の到着があってから、許可を受けて入J.‐すること。)

5。 電話での試合結果の問い合わせや、不必要な呼び出しなどをしないこと。
(緊急の呼び出しなど、やむを得ないときは、会場責任者を通じ依頼すること。)

6.体育館では二足制を厳守し、必ず体育館用の靴を持参すること。
7.更衣室や トイレなどは、指定された場所を使用し、それ以外の場所 (校舎内外・使用しない建物)

には立ち入らないこと。
8.更衣のために使用した場所などは、後始末をきちんとしておくこと。

B.スポーツマンシップの指導

最近、各学校の適切なご指導により、対外試合後の相手校とのいさかいがほとんどなくなり、大変喜ば

しいことです。しかし、まだ時折不明朗な話を聞くことがあります。
スポーツは勝負も大切な要素ではありますが、それだけではなく、心身の健全な発達や技術の上達を図

り、生活を健全で豊かにすることをねらいとしています。いかに厳しいゲームをしても、試合終了後に楽

しかったという気持ちを大切にしたいものです。

各学校において、競技者や応援の生徒も含めてスポーツマンシップのご指導をお願いします。

スポーツマこ

1.競 技するものは、スポーツを愛好 し、ひいてはそれを心とからだのかてとし、明るい光と、すがすがし

い空気の中で純粋にスポーツを行うこと。
2.競 技するものは、スポーツを行 うことによって、社会的な名声や物質的な利益を得ようという考えを持

たないこと。

3.競 技するものは、審判を重んじ、その決定に満足しない場合でも、感情に支配されない行動をとること。

4.競 技するものは、常に明朗で、相手を尊重しつつ、自分の最善を尽くし、その結果に満足すること。

5.競 技を審判するものは、規則に従つて公正に判断し、競技を明るく、なめらかに進めること。
6.競 技を見る者は、感情にとらわれた応援をせず、美しい精神と、優れた技をたたえ、スポーツのより良

い発展を願 うこと。
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